
平素は大変お世話になっております。今月のF35の金利は先月に比べると若干安くなりました。
銀行融資の10年固定金利も主要13銀行のうち６行が金利引き上げ、５行が金利を引き下げた。
なかなか金利動向が読みにくい段階です。何がございましたらいつでもご連絡下さい。

■依頼主様 山形市在住K様夫妻 夫：43歳 奥様：41歳 お子様：18歳・16歳の4人暮らし

No.128

現在は借家7万円/月に入居。ご夫妻ともに昔の借り入れが

悪い事を認識されていて一生新築は無理と諦めていた。

その後、ご友人様より

セカンド・オピニオン を紹介、来店

されました。

早速、個人情報開示よりスタート。結果やはりご申告通りの内容で債権譲渡扱いになっていました。
債権譲渡とは支払いが悪く貸主が債権回収会社に債権を譲渡する。という意味です。その件も踏まえ
て弁護士を交え債権譲渡先と交渉開始。ある程度の時間は掛かりましたが、当初の借り入れ元金だけ
を支払う事で合意、今までの経緯を奥様の実家に相談。結果、奥様の実家より借入金額を返済※立て
替えて頂いた金額は毎月返済をする事を約束。その後は間違えなく返済した事を書面上確認。ご夫妻
の年収や購入物件などを精査。その後融資打診。
結果⇒３８５０万円の内諾

(49歳）

現在アパートに住んでいますがお子様の部屋などがもう少し広いアパートへ引っ越しを考えていまし
た。今まで何回か住宅ローンの審査を受けNGの過去があり、融資が通らない事、原因はある程度思い
当たるが何をどうすれば良いかなどわからなかった。その流れでご友人よりセカンド・オピニオン㈱
を紹介。
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セカンド・オピニオンでは、上記のようなご相談も可能です！
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